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　2025 年度補正予算案が 11 日衆院本会議で、自民、日本維新の
会、国民民主、公明など各党の賛成多数で可決されました。日本
共産党、立憲民主党、れいわ新選組、参政党などは反対しました。

定数削減法案　廃案にすべき

　日本共産党の田村貴昭議員は、反
対討論で「補正予算案には、物価高
騰から国民の暮らしを守る太い柱が
ない」「国民が強く望むのは消費税減
税だ」と批判し「社会保障費・医療
費抑制政策をやめるべきだ」と主張。

田村氏は、「過去最大 8472 億円の軍
事費計上」「米国が要求するＧＤＰ比
3・5％なら 21 兆円、暮らしも財政も
破綻する」「軍事費恒久財源＝『防衛
特別所得税』の導入などもってのほ
か」と批判しました。
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　日本共産党の山添拓政策委員
長は１２日、国会内で記者会見

し、自民党と日本維新の会が衆
院に提出した衆院議員定数削減
法案について、「継続審議では
なく、廃案にすべきだ」と強調
しました。
　山添氏は「法案を通すための
会期延長などとんでもない」
　「会期末間際に法案を提出し、
衆院政治改革特別委員会で先に
審議入りした企業・団体献金を
巡る法案を追い越してでも審議

と採決を求めるなど　『筋の通
らない』法案であり、今国会で
成立させようというのは言語道
断」「議会制民主主義を壊すや
り方をさせるわけにはいかな
い」　「同法案は廃案にし、衆院
選挙制度協議会で選挙制度の抜
本改革を実現することこそ必要
だ」と主張しました。
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　「女性は議員定数削減
を許しません」
「そんなことより企業・
団体献金禁止」
　１２日夕、各団体の女性
たちが衆院第２議員会館前
に集まり、議員定数削減に
反対する緊急アクションに
取り組みました。風冷えの

なか、議員会館に向かい
「ジェンダー平等を逆行さ
せる議員定数削減反対」な
どと元気よくコールしまし
た。日本共産党の本村伸子、
堀川あきこ両衆院議員、吉
良よし子参院議員が参加し
ました。（しんぶん赤旗」
13 日付けより）

許すな定数削減︕女性が緊急行動

議員定数削減を許さないと訴える緊急アクション
の参加者＝１２日、衆院第２議員会館前

国民の暮らしの願いには応えず、痛みを押しつける
一方で、過去最大８４７２億円の軍事費を計上
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力をつくすことこそ政治の責任 日本共産党

介護・保育士の大幅賃上げを

　
　
　
　塩川氏は「公定価格は国が
決めるもの」「骨太の方針２
０２５」でも、政府自身が「物
価上昇を上回る賃金上昇の実
現に向けて率先すべく公定価
格の引き上げに取り組む」と
明記していると指摘し、現状
をただしました。
　

　2024 年度全産業平均賃金
との比較で、厚生労働省の林
俊宏審議官が介護職員は 8万
3000 円も少なく、こども家
庭庁の竹林悟史審議官が保育
士は 5万 7000 円も少ないと
認めました。
　塩川氏は「他職種と遜色の
ない処遇改善」としているが
「いつまでに全産業平均に並
ぶ賃金にするのかと追及しま
した。
　

　

　

　
　さらに塩川氏は「目標達成
時期を明示し毎年積み上げて
全産業平均並に」「専門職に
ふさわしい大幅賃上げを行う
べき」と強調しました。
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　日本共産党の塩川鉄也議員は３日の衆院内
閣委員会で、介護や保育などの公定価格を大

幅に引き上げ、介護職員や保育士の賃金を全
産業平均並みに上げるよう強く求めました。

　日本共産党岩渕友議員は 11
月20日参院農林水産委員会で、
深刻なクマ被害への対策と、

中山間地農業の荒廃を招いた
農林水産政策の改善を求めま
した。

あまりにも低い
介護・保育士の賃金

いつまでに他業種と
遜色ない賃金にするのか

　

　岩渕氏はクマ出没について「日
常生活への影響は深刻で、災害並
みの対策が必要」と十分な予算の
確保を要求しました。

　
　
　クマの捕獲や緊急銃猟にかかわ
るハンターを巡り、農水省は非常
勤公務員、環境省は市町村長の委
託と待遇が異なっており、「対応
を統一すべき」「日本も省庁連携・
広域の専門的な組織が必要な段階
に入ったのではないか」と提案。
　
　
　また、岩渕氏は、「中山間地で
耕作放棄地が増え、農村に人がい
なくなったことで、人間社会とク
マを隔ててきた緩衝地帯が失われ

た」と指摘、荒廃を招いた農業政
策の改善を求めました。鈴木憲和
農水相も「中山間地域で人が暮ら
し営農できる事が、人とクマのす
み分けにも資する。しっかり支え
ていく」と答弁しました。
　
　
　また、岩渕氏はコメ問題で「『価
格にコミットしない』と言うが、
それでは価格が高騰・暴落しても
黙って見ていることになる」米価
暴落を防ぐため、備蓄米の機動的
な買い上げなど、農家・農地を守
る所得補償を求めました。

影響は深刻、十分な予算を

ハンターの身分統一すべき

中山間地農業対策改善を

農家・農地守る所得保障を

国の責任で大幅賃上げを

質問する岩渕友議員、＝11 月２０
日、参院農水委

参院農水委・岩渕議員　背景に農村の荒廃
クマ被害対策求める　　


